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１．はじめに 

 農業環境技術研究所昆虫標本館（図 1）については安田（2002）が詳細に報告しているが、その

後多くの標本コレクションの寄贈があり、所蔵標本が大きく拡充されたこと、標本のデータベー

ス化（以下 DB 化）を開始したなど、内容の更新があったこと、また、標本のデータベース化を進

めている事から改めて昆虫標本館の現状および現在の取り組みについて紹介したい。 

 

２．昆虫標本館の現状 

 昆虫標本館の来歴については安田（2002）の報告を参考にされたい。当時標本点数は概算で 120
万点と見積もっていたが、その後多くの寄贈標本があり、また、スタッフにより新規に採集されたも

のを合わせると、現在では概算で 135 万点前後と想定している。現状で昆虫標本館の収容能力のおお

よそ 8 割程度が埋まった状態にあり、大口の寄贈の申し出を断らなければならない事態も発生してお

り、今後寄贈を受ける場合は慎重にならざるを得ない。日本学術会議(2014)による提言「昆虫分類・

多様性研究の飛躍的な拡充と基盤整備の必要性」においても、国内の博物館の収容能力不足による個

人所有の標本コレクションの廃棄や海外への流出について危惧されており、国内有数の標本収蔵機関

として、さらなる収蔵能力の増強を切に願うところである。 
 
３．所蔵標本の内容 

 前述の通り、現在の昆虫標本の所蔵数は約 135 万点で、下記のコレクションの寄贈を受けたことに

より安田(2002)で示した約 120 万点より増加している(表 1)。また、寺山守博士の膜翅目タイプ標本

コレクション(図 2)を始め、多くのタイプ標本が移管され、また、寄贈標本コレクションに少なから

ずタイプ標本が含まれていたことから現在では 1,000 点を超えるタイプ標本を保管している(表 2)。
これらのタイプ標本のラベルデータおよび画像はインターネット上で公開しており、今後も随時更新

していく予定である（http://www.niaes.affrc.go.jp/inventory/insect/inssys/typelst.htm）。また、近

年の分子生物学的手法の発達に伴い、生物の DNA をバーコードに見立てて、同定に利用しようとす

る DNA バーコーディング（Hebert et al. 2003）の手法が注目されているが、本標本館においても

DNA 抽出用の液浸標本を収集しているところである。これらの標本は 100％エタノールに昆虫の一

部または全体を浸し、冷凍庫で保管しており、これまでに鞘翅類、鱗翅類、半翅類を中心に約 7500
点収集し、順次解析・登録を行っている。 
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表1：安田(2002)以降に寄贈された主な標本コレクション 

氏名(敬称略） 主な内容 

藤村 俊彦 カミキリムシ科など鞘翅目約33,000点 

岩崎 史郎 宮城県を中心とした鱗翅目など約14,000点 

堀川 正美 カミキリムシ科など鞘翅目約3,300点 

中島 秀雄* シャクガ科を中心とした鱗翅目約28,000点 

宗林 正人 アブラムシ類プレパラート標本4,300点 

杉  繁郎* ヤガ科など鱗翅類約45,000点 

田中 和夫 ゴミムシ類など鞘翅目約21,000点 

柳田 慶浩 鱗翅目約57,000点 

 若村 定夫 昆虫類全般約3,000点 

*: 安田(2002)以前の標本を含む 

 

表2 所蔵するタイプ標本(2015年9月現在） 

目 標本点数

総翅目（アザミウマ目） 24

半翅目（カメムシ目） 98

鞘翅目（コウチュウ目） 286

脈翅目（アミメカゲロウ目） 10

膜翅目（ハチ目） 260

総翅目（ハエ目） 111

毛翅目（トビケラ目） 4

鱗翅目（チョウ目） 274

長翅目（バッタ目） 3

合計 1070

 
４．昆虫標本のDB化および標本目録の作成 

 所蔵する昆虫標本について、ラベルデータおよび可能な限り標本画像を DB 化する作業を進めてい

る。DB 化が完了したものについては、データの検証の後、「昆虫データベース統合インベントリー

システム」（http://insect.niaes.affrc.go.jp/）状において順次公開をしている（図 3）。これまでに 9,761

図１：昆虫標本館 図２：膜翅目タイプ標本 
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件の分類群情報と 43,386 件の標本情報を公開している（2015 年 9 月現在）。今後も引き続き、標本

データの蓄積を進めつつ、標本画像の充実をめざす。DB 化が完了した標本のうち、分類群ごとにま

とまりのあるものについて、目録として紙媒体での出版を行っている（図 4）。これまでに目録とし

て出版したコレクションを表 3 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３ 目録化した標本コレクション（作成順） 

  コレクション名 内容 

1 土生コレクション オサムシ科 22,914 点 

2 日本産タマムシ科 1,045 点 

3 堀川コレクション カミキリムシ類 3,302 点 

4 サシガメ科 約 1,600 点 

5 日本産ミツギリゾウムシ科 約 370 点 

6 井上コレクション メイガ類 463 点 

7 宗林コレクション アブラムシ類約 4,300 点 

8 井上コレクション シャクガ類 660 点 
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図３：昆虫データベース統合インベントリー
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